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月刊武松 第１９６号 討議資料 

 県が最大クラスの台風が接近した際の相模湾沿岸

で想定される高潮浸水被害想定を公表しました。 

 この浸水想定は、統計開始以前1902年の小田原

大海嘯の浸水域とほぼ重なります。 
 

■想定する台風の規模等 

 高潮浸水想定区域図の作成にあたっては、最悪の

事態を想定し、我が国における既往最大規模の台風

により、相模灘沿岸で潮位偏差(実際の潮位と天文

潮位の差) または波高が大きくなる複数の経路・移

動速度を設定して、高潮浸水シミュレーションを実

施しています。 
 

台風の上陸時中心気圧 

             : ９１０ｈＰａ 

 過去に襲来した台風のう

ち、上陸時の中心気圧が最も

低い「室戸台風 」 
 

最大旋衡風速半径 :７５ｋｍ 

 統計開始以降に襲来した中

心気圧が低い台風のうち、暴

風域半径が最も大きい「伊勢

湾台風 」 
 

台風の移動速度  

   : ２０、３０、５０、７３ｋｍ/ｈ 

 統計開始以降に襲来した中

心気圧が低い台風のうち、 

移動速度が最も速い「伊勢湾

台風 」の移動速度 (73km/

h) 及び相模灘周辺におい

て、 被害が発生した台風を

参考にした移動速度 (20、

30、50km/h) 

  

台風の経路 

 過去に大きな被害をもたら

した台風を参考に２５パター

ンを選定 
 

１１６,９６７円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代他)         １８,２１６円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代)      ２１,１５３円 

通信費(折込、携帯電話代)     ７７,５９８円   

支出計 21/4/1～21/6/30             １１６,９６７円 

 

寄付 Ｋさん            ５,０００円 

４～６月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

■高潮浸水想定結果  

 最悪のケースでは高潮に大雨による川の増水の影

響も加わって、沿岸や河川沿いの広い範囲が浸水。 

・浸水面積は、小田原市が最も広く、６ｋｍ² 

・浸水の深さは、酒匂川の周辺の地域で最大およそ 

 ５ｍ、小田原市の沿岸の住宅地でも１ｍから３ｍ 
 

■市がハザードマップ作成中 

 県の想定結果に基づき、現在、市がハザードマッ

プを作成中です。対象地域には、自治会経由で８月

上旬に配布予定です。 

                ↑ 

              県高潮浸水想定 

図１ 高潮浸水想定区域 
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 県西２市８町における新型コロナウイルス感染状

況をまとめました。図２は年代性別の累計感染者数

です。図３に６月の年代性別感染者数を示します。 

新型コロナウイルス感染状況 

  

■お知らせ■ 

 感染拡大防止のため、８月の発行配布は中止します。 

 議会報告会は、当面の間、中止します。 

   HP         twitter    facebook               2021  

                                                                                                    

▲北條五代祭りにて 

  5/3パレード中止 

 図４の陽性判明時の症状では、無症状と軽症で 

９４.５％になります。一方、判明時に無症状だった

６０代男性が死亡するなど、決して甘く見てはなり

ません。 

 図５で示すように、今年の４～６月の感染者が減

らず１日当り平均６～７人の感染者となっていま

す。 

 引き続き、感染拡大防止対策を！ 

 図3より、男女とも働く世代の感染者が多くなっ

ています。特に男性の20・40・50代の感染が多

くなっており、改めて職場や会食での感染防止を。 


